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1　は　じ　め　に

水稲の育苗は人工培土の使用が増加する傾向にあるが，
山土や水田作土の利用も依然として多い。しかし，これら
自然土の利用による育苗時の要素欠乏に関する知見は，本
田におけるものより少ない。そこで地力の非常に低い岩手
B統黒ポク土未耕土－）を用いて要素欠除処理育苗を行い，
苗の生育に対する影響と，本田で慣行施肥をした場合の生
育収量についても検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験年次：1991年，1992年
（2）試験場所二岩手農試本場（岩手県滝沢村）
（3）育苗箱供試土壌：場内未耕土腐植質黒ポク土（土性
CL）を硫酸でpH5．0に調査後，使用した。
（4）供試品種：あきたこまち
（5）耕種概要
1）育苗様式：中苗（乾籾100g／箱，加温出芽）
2）播種：1991年4月18臥1992年4月17日
3）移植：1991年5月20日，1992年5月19日両年とも
手樽
4）栽植密度：
1991年　27．5株／d（30．3×12．0cm）1区4．5×2．4汀f
1992年　25．6株／d（30．0×13．0cm）1区6．4×3．6Ⅰぱ
5）刈取日：1991年全区とも9月24日
1992年　9月24日（No4～6，8）
9月28日（No1－3，7）

6）試験区の構成　　表1

3　試験結果及び考察

宙調査の結果を表2に示した。無肥料区（Nol）と単
独要素施用区（No2～4）を比較すると，草丈は1991，
1992年とも窒素施用区が無肥料区を上回った。リン酸及び
加里施用区の生育は，1991年は垂令，草丈．乾物重ともに
無肥料区より下回ったが，1992年はやや上回り処理区間差
は認められなかった。

衰2　苗調査（移植直前）

表1試験区の施肥量

区

恥

育 苗 時施 肥量

（g ／ 箱）

本 田施 肥量 （短 ／ 10 a ）

基 肥　　 追 肥

N　 P 20 5 K 20 N　 P 20 5　K ～0
－ 60　 －2 5

N　 N K 20

1 0　　 0　　 0 10　　 2 5　　 2 0 2　　 2　　 2

2 2　　 0　　 0 ／′　　　　　 ′′ ノ′

3 0　　 3　　 0 ／′ ′′　　　　　　　　　　　　 ′′

4 0　　 0　　 2 ′′ ′′　　　　　　　　　　　　 ′′

5 0　　 3　　 2 ′′　　　　　　　　　　　　 ′′ ／′

6 2　　 0　　 2 ′′ 〝　　　　　 ′′

7 2　　 3　　 0 ／′ ′′

8 2　　 3　　 2 ′′　　　　　 ′′ ／′　　　　　 〝

育苗時供試肥料：硫安．垂過石，塩加
本田供式肥料：BB肥料（基肥），硫安（－60），NK化

成肥料（－25）

単独要素欠除区（No5－7）と三要素区（No8）を比
較すると，1991年は，草丈は各区とも三要素区より短くな
り，－P（No6）＞rK（No7）＞－N（No5）の帽であっ
た。1992年は各区とも糞齢は遅れ，－N，－Kでは草丈も
短かった。
本試験は手植えで行ったが，機械移植する場合には三要
素苗に比べ草丈の短い要素欠乏苗は，田植え作業が困難と
考えられる。
図1に苗の窒素吸収量を示した。これは一箱当たりの南
本数を3400本として算出したものである。苗窒素吸収鼠は
窒素施用区（No2，6，7，8）で多かった。加劉こつ
いても同じ傾向であった。しかし，リン酸は施肥と吸収に
明確な関係はみられなかった。
表3に発根調査結果を示した。両年とも窒素施用区は，
総椒良及び発根数とも多く，発根量が多かった。
表4に本田での生育及び収量調査結果を示した。苗要素
欠除の影響は草丈よりも初期茎数及び出穂期に顕著にみら
れた。出穂期は窒素欠除区で遅れ．無肥料区が3日，窒素
無施用区（No3，4，5）が1日の遅れとなった。しか

区

No．

1991年 1992年

草丈　 第 1 欝 第3　 葉放 課 嘉　　m　　　 彙　 g 草丈　 第 ．甜 長第 2　 糞敷 詰　皿　　 彙　 g

1 8 6　　　 2 2　　　 3 2　　　 3 2　　　 3 2　　 1 65 7 4　　　 2 6　　　 3 0　　　 2．0　　 1．18

2 9．4　　　 2．5　　　 3．5　　　 3．7　　　 3．2　　 1．82 10．1　　　 2．9　　　 4．0

3 7．0　　　 2．1　　 2．8　　　　　　　　 2．9　　 1．33 7．4　　　 2．4　　　 3．0　　　 2．2　　 1．36

4 8 5　　　 2 9　　　 3 8　　　　　　　　 2 6　　 1 33 8 3　　　 2 8　　　 3 5　　　 2．2　　 1．37

5 8．3　　　 2．6　　　 3．6　　　　　　　　 2．6　　 1．41 7．8　　　 2．6　　　 3．3

6 10．3　　　 2．2　　　 3．4　　　 4．6　　　 3．6　　 1．98 12．2　　　 3．6　　　 5．1　　 2．4　　 1．86

i▼≡：≡　 喜：≡　 …：…　 革＝鱒　 …三吉　 壬・：言芸 9 7　　　 2 8　　　 3 7　　　 2 5　　 1 68

8 10．9　　　 3．1　　 4．6　　　 2．7　　 2．00
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図1　苗窒素吸収畳

表3　発根調査

区

恥

199 1年 199 2年

総 慧 長 発 慧数 発 根量 総 慧 長 讐 数 発 鵬

1 30．0　　　 7．6　　　 228 14．6　　　 4 ．9　　　 7 1

2 3 9．3　　　 8 ．7　　　 342 2 6．0　　　 8 ．6　　　 223

3 2 8．4　　　 7．0　　 199 2 1．0　　　 5 ．9　　 124

4 15．9　　　 5 ．8　　　 93 22．4　　　 6 ．2　　 139

5 3 0．2　　　 7．3　　　 220 2 3．3　　　 6 ．3　　 147

6 3 9．4　　　 9 ．9　　　 390 46 ．7　　 10 ．6　　　 495

7 3 8．7　　　 8 ．9　　　 344 4 2．6　　　 9 ．5　　　 405

8 4 9．4　　　 8 ．3　　　 4 10 50 ．7　　 10 ．8　　　 545

注．発根量＝発根数×総根良，両年とも移植12日後調査

し，成熟期の穂数や収量には，処理による影響が不明瞭で
あった。
玄米品質は全区とも一等で差は認められなかったが，窒
素欠除区では出穂期が遅れるため．豊熟条件の悪い年次に
は収量，品質に影響を及ぼす可能性も考えられる。
図2に本田稲体窒素吸収量の推移を示した。要素欠除宙
は初期乾物垂が小さく吸収量は低く推移したが．移植約2
ケ月後の7月中旬では差が縮まり，無肥料区でも三要素区
に近い吸収量となった。
成熟期の吸収量は表5に示したように，各要素とも三要
素区をやや下回る程度であり，差は最大で窒素2kg．リン
酸1kg，加里3kgであった。

4　ま　と　め

岩手農試場内未排上を水稲帝菌床土に供試した場合，育

表4　本田生育及び収鼻調査（1992年）

（kg／10a） □000　＋200　◇032　△232

6／15　　　6／25　　　7／7　　　7／16　月日

図2　本田稲体窒素吸収畳

表5　出穂期及び成熟期の稲体養分吸収量（1992年）

くね／10a）

区

N m

N P 2 0 5 K 2 0

出 穂 期　 成 熟 期 出 穂 期　 成 熟 期 出 穂 期　 成 熟 期

1 9 ．5　　 1 1 ．6 5 ．3　　　 6 ．0 19 3　　 18 1

2 9 ．8　　 12 ．2 5 ．6　　　 5 ．8 19 ．6　 18 ．1

3 9 ．2　　 13 ．2 5 ．4　　　 5 ．9 19 ．0　 19 ．0

4 9 ．0　　 13 ．2 4 9　　　 6 8 17 2　　 2 0 3

5 9 ．6　　 12 ．3 5 ．3　　　 5 ．8 19 ．4　　 17 ．9

6 8 ．2　　 12 ．1 5 ．0　　　 6 ．0 18 ．4　　 18 ．7

7 8 ．9　　 12 ．7 5 ．3　　　 5 7 18 6　　 19 3

8 9 ．1　 13 ．6 5 ．5　　　 7 ．0 19 ．0　　 2 1 ．0

苗時の要素欠除処理の影響は，特に窒素欠が大きく．苗の
草丈，乾物垂，発根量は少なくなった。また，慣行施肥田
移植後の初期茎数及び吸収量も少なくなった。
しかし，本田生育は徐々に回復し，成熟期差分吸収量，
穂数，収量，品質には影響しなかった。
ただし，要素欠乏苗は草丈が短くなり機械移植適応性に
欠けることと，窒素欠除区で出穂が遅れるため豊熟条件の
患い年次には収量，品質に影響を及ぼす可能性があると考
えられる。
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編は1．9mm使用

区
　 草 丈

6／ 15　 7／ 16

　 茎数

6／ 15　 7／ 16
出 穂期

穂数　 わ ら　 精 玄　 収 量　 屑 米 垂　　重　 米垂　 指 数　 歩 A

N n （Ⅷ） （本／ ポ） 月 日 　　　　　　　　　 甘　　　 口
本／ ポ　 （k ／ 10 a ）　　 ％　　 ％

1 19 ．3　　　　 48 8 10 2　　　　 78 7 8／ 14 5 8 5　　　　 86 9　　　　 63 5　　　　 99　　　 11 5
2 23 ．7　　　 5 1．4 15 6　　　　 79 4 8／ 1 1 5 1 1　　　 76 9　　　　 58 9　　　　 91　　　 9 ．0
3 22 ．1　　　 5 1．3 12 5　　　　 82 2 8／ 12 5 5 2　　　　 82 3　　　　 58 8　　　　 91　　 11．6
4 2 1 6　　　　 49 3 10 8　　　　 76 2 8／ 1 2 5 4 3　　　　 74 2　　　　 59 1　　　　 92　　　 12 8
5 20 ．7　　　 49 ．6 11 1　　　　 88 6 8／ 1 2 5 7 1　　　 82 8　　　　 63 4　　　　 98　　　 10 ．4
6 2 4 ．7　　　 50 ．9 18 9　　　　 84 6 8／ 1 1 5 04　　　　 80 3　　　　 62 7　　　　 97　　　　 8 ．3

7 2 6 1　　　 52 6 16 6　　　　 73 2 8／ 1 1 4 58　　　　 76 7　　　　 58 8　　　　 91　　 10 1

8 2 5 ．7　　　 52 ．6 2 50　　　　 91 5 8／ 1 1 5 26　　　　 83 1　　　 64 4　　　 100　　　　 9．0
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